
山地の水気のある所等に生える多年草。高さ40-80cmになり、葉は広楕円形で長さ8-18cm、基部は心形

で茎を抱き、先は急にとがる。茎や葉にほとんど毛がない。7-9月、茎頂と上部の葉腋に腺毛のある散房花
序がつく。花被片は黄色、斜めに開き、内面に紫褐色の斑点がある。

シカの採食による影響で減少している。2020年版でCランクからBランクに変更した。

シカの採食による影響の抑制が必要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Tricyrtis  latifolia  Maxim.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

養父市、香美町

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ユリ科

兵庫県ランク…タマガワホトトギス
環境省ランク… －


